
教員名 講座番号 対象 講座名

1 文理 1限 ・ 2限  旧帝大の英語

2 文理 1限 ・ 2限 入試英語演習(単語・テーマに注目して)

3 文理 1限 ・ 2限  長文読解演習講座

4 文理 1限 ・ 2限 GMARCHの英語

5 文系 1限 ・ 2限 成成明学の英語

6 文理 1限 ・ 2限 日東駒専レベルの英語

7 理系 1限 ・ 2限 早慶・旧帝大への数学（理系）

8 文系 1限 ・ 2限 旧帝大への数学（文系）

9 理系 1限 ・ 2限 合格に近づく、この1題

10 理系 1限 ・ 2限 GMARCHレベル理系数学

11 文系 1限 ・ 2限 GMARCHレベル文系数学

12 文系 1限 ・ 2限 早稲田の現代文

13 文理 1限 ・ 2限 小説記号問題対策

14 文系 1限 ・ 2限 近代文語文対策

15 文系 1限 ・ 2限  首都圏難関私大古文演習

16 理系 1限 ・ 2限 有機化学演習 ハイレベル

17 理系 1限 ・ 2限 化学 有機 構造決定問題演習

18 理系 1限 ・ 2限 有機を基本から振り返る

19 理系 1限 ・ 2限 電磁気・原子 ピンポイント演習

20 理系 1限 ・ 2限 電磁気 基礎演習

生

物
21 理系 1限 ・ 2限 生物の実験・考察問題の解法

22 先進・Ⅰ類の文系 1限 ・ 2限 世界史 問題演習(論述)

23 Ⅱ・S・一貫の文系 1限 ・ 2限 世界史 問題演習(共テ・論述)

24 文系 1限 ・ 2限 日本史 共テ資料問題対策講座

25 文系 1限 ・ 2限 日本テーマ史
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１限 ２限

１限 ２限

１限 ２限

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文理 担当教員

2022年度　入試対策講座　シラバス Ⅱ期　1限・2限

講座No. 科目 英語 講座名 旧帝大の英語1

教材・予習等
＜予習＞授業内演習のため不要　　

＜持ち物＞筆記用具、研ぎ澄まされた英語力、日本の頂点に挑戦するという野心と覚悟

到達目標
　　①　旧帝大の英語の傾向と対策を把握する。

　　②　旧帝大の英語で高得点を取るための実践力を養成する。

講座概要

日本の頂点に君臨する旧帝国大学の英語を実戦演習する。七大学すべてを扱うことは

できないので、旧帝大に共通するハイレベルかつオーソドックスな問題を選出する予定です。

難易度はトップレベルなので、自分の今の実力を熟考してから受講してください。

講座No. 科目 英語 講座名 入試英語演習(単語・テーマに注目して)2
難易度

授業内で時間内に問題に取り組み、その後解説という授業内演習形式です。

記号問題や和訳問題など様々な問題を扱う予定です。

到達目標
　　①　大学入試に十分に対応できる読解力を養う。

　　②　様々な問題形式に対応できる力を養う。

講座概要

学習効果が高かった（と勝手に思っている）入試問題や問題集の長文を扱います。

教材・予習等

基礎　・　標準　・　応用 対象 文理

注意：過去問を扱うので、自分で過去問を解きたい人にはお勧めしません。

北海道・神戸・大阪・東京都立・東京農工・学芸・早慶理・は扱う可能性が高いです。

講座No. 科目 英語 講座名 長文読解演習講座3

担当教員

到達目標
　　①近年の入試でよく扱われる英単語やテーマを知り、その周辺知識を得る。

　　②今年度の入試で扱われそうな英単語やテーマを知り、その周辺知識を得る。

講座概要

altruismなどの近年よく出る単語・テーマや、anthropoceneなどの今後扱われそうな単語・テーマ

を含んだ入試問題を解く。2021年度(一昨年の入試)以前の問題を使用。

旧帝・国立・早慶・GMARCHレベルから、良い英文を探して扱う。やや難の英文を扱う予定。

教材・予習等

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文理 担当教員

講座毎に使用するプリントを配布します。原則、予習・復習は不要です。

指名される覚悟・指してほしいという積極性・90分取り組める集中力、体力、忍耐力が必要です。



１限 ２限

１限 ２限

１限 ２限

講座No. 科目 英語 講座名 GMARCHの英語4

到達目標
　　①　GMARCHの過去問を通して、大学入試に十分に対応できる読解力を養う。

　　②　GMARCHの過去問を通して、大学入試に十分に対応できる文法語彙力を養う。

講座概要

GMARCHの過去問を扱う（読解・文法・和文英訳・和訳など）。

新しい年度の過去問は赤本を購入して各自で取り組むと思うので、講座ではやや古い過去問

を使用します。(第Ⅰ期の内容と同じです)

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文理 担当教員

教材・予習等
　・講座毎に使用するプリントを配布します。

　・原則、予習・復習は不要です。

講座No. 科目 英語 講座名 成成明学の英語5

到達目標
　　①　成蹊・成城・明治学院大学の出題傾向や難易度を把握する。

　　②　過去問演習を通して、志望校合格へ一歩前進する。

講座概要

成成明学獨國武ランクの上位３大学（SS57.5あたり）の過去問題を扱います。

この講座は、成成明学を本気で狙いに行く生徒を対象とします。何とかして成成明学には

合格したいけれど、各大学の傾向や対策法が分からない、という生徒の想いに応えたい。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文系 担当教員

教材・予習等
　・講座毎に使用するプリントを配布します。電子辞書や文法書などは各自持参してください。

　・英検スコア2000以上保持者が望ましい。

講座No. 科目 英語 講座名 日東駒専の英語6

到達目標
　　①日東駒専の過去問題を解くことによって総合的に英語力を高める。　

　　②様々な英語形式の問題を解くことによって、実践力を高める。　

講座概要

日東駒専の過去問題を扱うことで、読解、文法、和訳などの実践演習を行います。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文理 担当教員

教材・予習等
講座ごとに使用するプリントを配布します。

予習等は不要です。



１限 ２限

１限 ２限

１限 ２限

講座No. 科目 数学 講座名 早慶・旧帝大への数学（理系）7

到達目標
　　①　旧帝国大と早慶・理科大の過去問に対応できる力をつける

　　②　すべての問題を解き切るのではなく，合格点を取ることのできる力をつける

講座概要

　旧帝国大学・早慶理科大の過去問を中心に絶対に解き切りたい問題から，合否を分ける差がつく問題を扱います。

　難問・奇問は扱わずに重要とされる旧帝大・早慶・理科大における標準問題を3題ずつ解説します。

　また，近年の頻出傾向にも触れていきます。上位大学を目指す方は，楽しんで数学をしましょう！

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 理系 担当教員

教材・予習等
　　・　自作問題集を配布します。

講座No. 科目 数学 講座名 旧帝大への数学（文系）8

到達目標
　　①　問題解決の見通しを立てられるようにする。

　　②　高い数学力を身につける。

講座概要

旧帝大志望者が必要とする数学力を身につけることを目標とし、テーマ別演習を行う。

テクニカルな手法を使わずに、受験数学における定石を使って問題を解けるようにするため、

問題解決の見通しの立て方を学習する。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文系 担当教員

教材・予習等
毎回、２題程度の予習が必要。（扱う問題にいわゆる難問、奇問はありません。）

自作テキストを配布する。

講座No. 科目 数学 講座名 合格に近づく、この１題9

到達目標
　　①　入試で頻出の重要問題(＋α) の定着を図る。

　　②　問題演習を通し、思考力の向上を図る。

講座概要

大学入試の数学でよく見かける定番問題や重要度の高い(本番で出されたら必ず正解し

なければならない）問題を扱います。これだけは絶対に落とせない！！問題を私なりにセ

レクトした入試の過去問を扱います。一緒に合格に近づきましょう🌷

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 理系 担当教員

教材・予習等
毎回1～2題程度の予習有。



１限 ２限

１限 ２限

１限 ２限

講座No. 科目 数学 講座名 GMARCHレベル理系数学10

到達目標
GMARCHレベルの問題に対応できる力を養い、数学力を高める。

講座概要

私立大学(GMARCH)や国公立大学(地方)において、数学で受験する生徒対象なので、

共通テスト対策ではなく、記述対策になります。実際の過去問題を利用し、問題演習し、

実践力を鍛え、数学力を高めていきましょう。(第Ⅰ期の内容とは異なります)

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 理系 担当教員

教材・予習等
プリント配付（予習は必要ありません）

講座No. 科目 数学 講座名 GMARCHレベル文系数学11

到達目標
GMARCHレベルの問題に対応できる力を養い、数学力を高める。

講座概要

私立大学(GMARCH)や国公立大学(地方)において、数学で受験する生徒対象なので、

共通テスト対策ではなく、記述対策になります。実際の過去問題を利用し、問題演習し、

実践力を鍛え、数学力を高めていきましょう。(第Ⅰ期の内容とは異なります)

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文系 担当教員

教材・予習等
プリント配付（予習は必要ありません）

講座No. 科目 現代文 講座名 早稲田の現代文12

到達目標
　　①　早稲田大学における現代文入試の、学部別の傾向を知る。

　　②　日本最難関私大の現代文で高得点が取れるようになる。

講座概要

早稲田大学の現代文を解き、解説を聞くのと同時に学部別の傾向や対策を学びます。

（学部は未定。受講生との要望も反映します。）

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文系 担当教員

教材・予習等
こちらが用意した教材を時間内に解き、解説を受ける形式ですので、予習等はありません。



１限 ２限

１限 ２限

１限 ２限

講座No. 科目 現代文 講座名 小説記号問題対策13

到達目標
　　①　小説問題の解法を安定させる。

　　②　読解をスムーズに行い、時間をかけずに小説の問題を解けるようになる。

講座概要

　ほとんどセンター試験の過去問を使用した小説問題対策を行います。時折私立大学の

問題使った演習を行います。対象は「小説で何を読めばいいか分からない」、「人の感情

が分からないから小説が解けない」と感じている人を想定しています。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文理 担当教員

教材・予習等
教材はセンター試験の過去問。

予習は必要ありません。

講座No. 科目 古典 講座名 近代文語文対策14

到達目標
　　①　早稲田大学文化構想学部や一橋大学で出題される近代文語文に慣れる。

　　②　一橋記述問題における特徴を理解したうえで、解答を作成する力を養う。

講座概要

一橋大学・早稲田大学文化構想学部への進学を希望する生徒が対象です。

近代文語文は一橋の大問二や文化構想の大問一で出題されます。馴染みのない文体

であるため、読解法から始め記述の書き方等まで網羅的に扱います。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文系 担当教員

教材・予習等
教材はこちらで用意します。

予習は場合により課すことがあります。

講座No. 科目 古典 講座名 首都圏難関私大古文演習15

到達目標
　　①　難関私大のレベルや問題傾向を知り、現状の自分の実力を把握することができる。

　　②　基本的な単語、文法知識を身に付けたうえで、読解に活かすことができる。

講座概要

GMARCHや早稲田といった首都圏「難関」私大の読解を扱います。これまで身に付けてきた

単語力・文法力をアウトプットしていきましょう。短めの記述問題を扱う可能性もありますが、

基本的には私大のマーク問題を中心に取り上げますので、共テ対策としても有効です。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文系 担当教員

教材・予習等
授業内でプリントを配付します。予習は必要ありません。



１限 ２限

１限 ２限

１限 ２限

講座No. 科目 化学 講座名 有機化学演習　ハイレベル16

到達目標
　　①　難関大で出題される問題レベルに慣れる。

　　②　様々なパターンの解答法を知る。

講座概要

東京大学、京都大学、東北大学、北海道大学、筑波大学、千葉大学、慶應義塾大学などの問題を扱います。

授業時間中に問題を解き、解説を聞いて確認する流れです。

有機は楽しい🐤

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 理系 担当教員

教材・予習等
・化学補完計画　第２次入試対策講座（極秘）　冊子　当日配布

・予習は無し

講座No. 科目 化学 講座名 化学　有機　構造決定問題演習17

到達目標
　　①　入試における構造決定問題の解き方を身につける。

　　②　問題演習を通じて、理解をさらに深める。

講座概要

　有機化学の問題はただ反応を覚えるだけでなく、覚えた知識を活用し、問題を解きます。

　覚えた知識をどのように活用するか、その方法を丁寧に解説します。

　難易度は中程度(MARCH～国立)の予定です。有機の知識はあるものとして進めます。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 理系 担当教員

教材・予習等
・　当日に問題を配布。有機の基礎反応(酸化・エステル化・加水分解など)は覚えている状態で受講してください。

・　基本的に宿題はありません。その日扱った問題の復習はしっかりしてください。

講座No. 科目 化学 講座名 有機を基本から振り返る18

到達目標
　　①　有機化合物の基本的な性質・反応を覚える。

　　②　構造決定の基本的な問題を解けるようにする。

講座概要

授業中に基本問題を使いながら内容の復習をして、その後に入試問題に取り組む。

炭化水素、官能基をもつ化合物、芳香族化合物などの基本的な有機化合物の問題を

やる予定です（高分子はないかな‥）。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 理系 担当教員

教材・予習等
・問題プリントは当日配布

・教科書、図録、授業プリント等は各自で準備



１限 ２限

１限 ２限

１限 ２限

講座No. 科目 物理 講座名 電磁気・原子 ピンポイント演習19

到達目標
　　①　電磁気・原子物理分野において細部まで理解し解答できる力を身につける

　　②　物理全範囲において対応し解答できる力を身についてる

講座概要

非線形抵抗・ダイオード、交流回路、原子物理実験問題など、典型的ではない

分野・単元について問題演習・解説を行います。

電磁気・原子物理の典型問題は確実にできる前提での授業です。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 理系 担当教員

教材・予習等
・プリントを配布します。

・基本的に予習なしで大丈夫です。1回で完了する内容の予定です。

講座No. 科目 物理 講座名 電磁気　基礎演習20

到達目標
　　①　電磁気における基本事項を理解する。

　　②　入試で問われる典型問題に対して素早く解けるようにする。

講座概要

基礎問題を集中的に演習することにより典型問題への解答に慣れるようにします。

第１回…ひたすらコンデンサー演習　　第２回…ひたすら直流回路（コンデンサー含む）演習

第３回…ひたすら電磁誘導演習　第４回…ひたすら交流回路演習

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 理系 担当教員

教材・予習等
プリントをこちらで用意します。普段の授業で基礎を固められなかった人向けです。

講座No. 科目 生物 講座名 生物の実験・考察問題の解法21

到達目標
　　①　実験・考察問題の基本的な思考パターンを身につける

　　②　問題文中から必要な情報を探し、知識と結び付けて活用する力を身につける

講座概要

生物の共通テストの問題は、「知識問題：知識が必要な考察問題：考察問題」がおおよそ「２：６：２」

の割合で出願されています。この講座では、知識を活用して考察する問題を扱うことで、

考察問題を解くときの「思考のパターン」や「ヒントの探し方」を習得してもらいます。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 理系 担当教員

教材・予習等
予習は必要ありませんが、基本的な知識が身についていることを前提に授業を進めます。



１限 ２限

１限 ２限

１限 ２限

講座No. 科目 世界史 講座名 世界史　問題演習（論述）22

到達目標
　　①　400字以上の論述に対応することができる

　　②　世界史における時代の外観を身に付ける

講座概要

問題演習を通して、論述が必要な生徒を対象に前回同様対策を行う。

ただし、本講座では未習範囲も入る可能性が高いので、予習指示があれば必ず行うこと。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 先進・Ⅰ類の文系 担当教員

教材・予習等
【持ち物】教科書、用語集、タペストリー、授業プリント

【教材】こちらで用意いたします。

講座No. 科目 世界史 講座名 世界史　問題演習（共テ・論述）23

到達目標
①共通テスト形式の問題演習を行い、資料の読み取りなどの特有の問題に慣れる。

②問題演習を通して、知識の定着を図る。

講座概要

大学入試共通テストトレーニング問題集（近代・現代）を使用して問題演習をメインに行います。

問題の解説に加えて、派生した内容も発問して周辺知識の確認も行います。

Ⅰ期からの連続講座になります。近現代の共テ対策をしたのちに、論述問題も扱います。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 Ⅱ・S・一貫の文系 担当教員

教材・予習等
【持ち物】教科書、用語集、タペストリー

【教材】こちらで用意いたします。

講座No. 科目 日本史 講座名 日本史　共テ資料問題対策講座24

到達目標
　　①　資料問題を通じて、習った知識を活用して、思考する力を養う

　　②　選択肢問題を効率よく解けるようになる

講座概要

第１回古代・第２回中世・第３回近世・第４回近現代を扱います。

資料問題に特化して共テ演習をしたい人にお勧めです。

問題の難易度は高くないので、日本史が得意な人より苦手な人向けになります。

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文系 担当教員

教材・予習等
一部予習あり。資料集・教科書・とうほうを持参すること。



１限 ２限

難易度 基礎　・　標準　・　応用 対象 文系 担当教員

講座No. 科目 日本史 講座名 日本テーマ史25

教材・予習等
教科書・図表を持参してください。

予習は不要です。

到達目標
①ジャンルごとに整理し、時代ごとの特徴を捉える。

②問題演習を通じて、テーマ史の出題されやすいポイントを抑える。

講座概要

法制史・金融史・外交史・土地制度史を中心に講義していく予定です。

講義と問題演習を１コマで行い、定着を図ります。第6回(10月8日)が休講になります。

休講分は、前期を含めて冬休みに補習を実施する予定です。(第Ⅰ期の内容と同じです)


